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に感化された若きインドネシア研究者ジョージ・ケーヒンが、インドネシアの将来を楽観視した論文を発表したのは一九五一年だった（ 『ファー・イースタン・サーベイ』 第二〇巻第一六号） 。ケ ヒンは、インドネシアのリ ダー達 共通した社会正義の通念を持つため国家体制を巡る大きな異論はない、ただ、気になるの 民主主義ではなく強権主義に傾く可能性があること、そして貧しい国民と少数エリート間の社会ギャップが激しいことだ、と結論づけた。
　しかし、この若きケーヒンが傾倒した若











対しスハルトは、武力による鎮圧とインフラ整備など飴と鞭の政策を続けたが、東チモール独立派は、植民地主義者インドネシアに教えられたインドネシア語 使い東チモール民族主義を発信し続けた。各国政府はインドネシアによる武力弾圧と人権侵害を憂慮し、人権団体や東チモール支援グループ の不正義を追及した。スハルト政権崩壊後、強権政治の負の遺産を消そうとしたハビビ政権が東チモー を手放した結果が、東チモール独立と った。
　パプアは、一九六九年にインドネシアに











一国家インドネシアに脅威を与える二つの地域である。しかし、ここで提示したいのは、この二つの地域の不安定 は インドネシアを揺るがす以下の三つのベクトルがどのように動くかによってその深刻 が上下するということ
　三つのベクトルとは、格差問題、地方問








とだ。たとえば、二〇〇六年六月に東ジャワで民間企業がガス田を探す掘削時に、泥流の地層に掘削棒がぶつかり、泥が地上吹き出し始める事故 発生した や市民団体は声高 政府に対策を求めたが、被災した農民を救済する政府支援は一年間なかった。
　ここで問われるべきは、もし、この泥流






















ある。統一国家インドネシアの熱い独立記憶は風化している。しかし、インドネシアは分裂間近の時限爆弾だ、と言っているのではない。統一インドネシアが努力してこの統一をさらに強いものにする は、チェとパプアの問題解決が必要で、この二地域の問題解決 、この巨大海洋国家をこれまで揺さぶってきた上記三軸の不安定要素に強く左右されるだろう。強い インドネシアを望んだケーヒン 夢 、なかなか実現されそうにない。
（こうの 　たけし／政策研究大学院大学助教授）
